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○魅力ある県立高校づくりの推進 
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Vol.290 

８月-1 号 

県教育委員会は、今後１０年間の県立高校改革の方向性を示す「県立高校改革推進  

プラン」を令和４年３月に策定し、その具体計画である「第１次実施プログラム」の案

を７月２０日に公表しました。 

今後は、パブリックコメントや県民説明会、関係団体への意見聴取などにより広く  

御意見を伺い、必要な修正を加え、今年度内早期の策定を目指します。 

第１次実施プログラム（案）を公表 

農業教育の充実 
農業経営者育成に 
関するコースの設置 

茂原樟陽(R6～) 

教員基礎コースの設置 

 国 府 台(R6～) 
 成  東(R6～) 
 大 多 喜(R6～) 

教育に関心を持ち、将来
教員を目指す生徒が、 
教員としての基本的な
素 養 を 身 に 付 け る と 
ともに、夢や意欲、職業
意識等を育みます。 

保育基礎コースの設置 

 鎌ヶ谷西(R6～) 
 土  気(R7～) 

医療系コースの設置 

 小 見 川(R6～) 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｽｸｰﾙの設置 

 松戸国際(R6～) 

理数教育拠点校の指定 

 船  橋(R6～) 

保育や幼児教育に興味・関心
を持ち、保育士や幼稚園教諭
を目指す生徒が、その基礎的
な素養を身に付けるととも
に、夢や意欲、職業意識等を
育みます。 

近隣に位置する医療施設等
との連携により、幅広い 
医療分野についての体験的
な学習を通して、地域医療
に 貢 献 す る 人 材 を 育 成  
します。 

商業教育の充実 
○起業家育成に関する 
コースの設置 

千葉商業(R6～) 
予測困難な時代の中で、 
新たな価値を創造できる  
起業家精神を有する人材を
育成します。 
○観光に関するコースの設置 

一宮商業(R6～) 
サービス経済化の進展や 
本県の産業施策に対応し、
観光ビジネスの未来を担う
人材を育成します。 

農業経営がグローバル化や法人化、六次産業化 
する中で、地域や社会の健全で持続的な発展を 
担う農業経営感覚を有し、将来は農業法人を  
立ち上げる農業経営者を育成します。 
 

世 界 を 舞 台 に 持 続 的 発 展 に 貢 献 で き る   
グロ ーバ ル ・リ ーダ ー を育 成す る ため の   
カリキュラムを開発し、その実践を普及しま
す。 

理数教育連携事務局を設置し、理数教育の 
手法について研究・開発を一層推進すると 
ともに、県全体の理数教育の充実を図ります。 

教員基礎コース 実習の様子 保育基礎コース 実習の様子 



県立高校改革推進プラン第１次実施プログラム（案）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
○県立高校の適正規模・適正配置 

今後１０年間で中学校卒業者数が約 6,200 人減少 → １０組程度の統合を見込む 

（県立高校改革推進プラン「具体計画の方向」より） 
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福祉教育の充実 

コンソーシアムの設置            

事務局：松戸向陽(R6～)       
県全体の福祉教育の質の向上を
図るため、学校間連携や外部 

機関との連携を一層推進する 

組織（コンソーシアム）を設置
します。 

福祉コースの設置 

船橋豊富(R5～) 
介護従事者としての心構えや 

配慮、マナーを学習し、将来  
福祉分野で活躍できる人材を育

成します。 

総合学科の設置 

匝  瑳(R6～) 
普通科と理数科を改編し、  

進学を重視した総合学科を 

設置し、生徒の多様な進学希望
に対応するとともに、大学  

卒業後の就業までを見通した

キャリア意識の高い人材を 

育成します。 

情報教育の充実 
先端 IT コース(仮称) 
の設置 

 袖 ヶ 浦(R6～) 
世界中で加速するデジタル 

環境に対応し、高度情報通信

社会を支える先端ＩＴ人材を

育成します。 

地域連携アクティブ 

スクールの設置 

行 徳(R6～)・市 原(R6～) 

通信制協力校の設置 

銚子商業(R6～) 

都市部における統合の考え方 

・適正規模未満の学校 

・将来適正規模の維持が困難となることが  

見込まれる学校 

・同じタイプの学校が近接している場合 

 →適正配置を考慮しながら、規模を最適化 

郡部における統合の考え方 

通学の利便性、地元からの進学状況を踏まえ 

地域連携協働校を指定 

・学校運営協議会制度を導入 

・必要に応じ協力校を指定し教育活動の合同実施 

 →多様な高校選択の機会や通学の利便性を確保 

 
○「県立高校改革推進プラン」および「県立高校改革推進プラン・第１次実施プログラム（案）｣は、      

千葉県教育委員会のホームページでご覧いただけます。 
URL：https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/seisaku/miryoku/koukou/3rd-plan-1st-program.html 

○パブリックコメントを７月２１日～８月１７日の期間で実施中です。 
 意見提出方法は下記 URL を参照ください。 
  URL：https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/seisaku/iken/2022/3rd_plan_1st_program.html 
○県民説明会における説明事項については、下記 URL にて動画を公開していますので参加できなかった方

はご覧ください。 
URL：https://youtu.be/mpHi-i8fsZ8 

お問い合わせ先：企画管理部 教育政策課 高校改革推進室 電話０４３－２２３－４０２６ 

地域との協同により、一人一人の
生徒に応じた「学び直し」や「実

践的なキャリア教育」を通じて、

基礎学力やコミュニケーション
能力を身に付け、自立した社会人

を育成します。 

遠隔地における面接指導を行う
ことのできる通信制協力校を指

定することで、千葉大宮高校か

ら遠距離に居住する生徒の通学
時間や交通費の負担を軽減しま
す。 

意見募集について 

福祉コース 実習の様子 



★★★ インデックス＆ミニ・トピックス ★★★ 

 
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
 

インデックス(目次) 頁 

県立高校改革推進プラン・第１次

実施プログラム（案）について 
１、２ 

インデックス＆ミニ・トピックス ３ 

心のバリアフリー教育 
「あすチャレ！」プログラムについて 

４ 

公立小・中・高等・特別支援学校の

講師登録について 
５ 

県内学校ミニ・ニュース 

（柏市立手賀西小学校） 
６ 

小学校専科非常勤講師配置事業 

図画工作授業の紹介 
７ 

災害発生時の心得 ８ 

イベント情報 別冊 

P３ 

 

 

  

千葉県高等学校教育研究会農業部会などの協力

のもと、千葉県内の農業関係高校 10 校、特別支援

学校 2校、千葉県立農業大学校や NPO 法人アグリバ

イオマス有効活用市民の会が参加し、新鮮な野菜、

ジャム、鉢花、手作りのコースターなどを生徒達が

販売しました。また、朝市終了後に教育長と生徒達

が意見交換をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
詳しくは、こちら↓ 

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/seisaku/kouho
u/photo-2022/220618.html 

 

◎さらに情報をお知りになりたい方、ご意見のある方は、次のアドレスにアクセスしてください。 
県教育委員会ウェブサイト ：https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/index.html 
フ ォ ト ニ ュ ー ス ：https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/seisaku/kouhou/photo-index.html 
ご 意 見 ・ ご 提 案 メ ー ル：  

ホテルポートプラザちばで、3 年ぶりに「ホテ
ルで朝市」を開催しました。（６月１８日） 

各学校のウェブページから「県教委ニュース」へ

のリンクをお願いしています。バナーもご活用く

ださい。 



★★★心のバリアフリー教育の推進★★★ 
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〇県教委主催「あすチャレ！」教育プログラムについて 

日本財団パラスポーツサポートセンターと連携して、児童生徒がパラスポーツを体験 

すること等を通して、共生社会を考える深い学びの機会を提供する「あすチャレ！」プロ

グラムを実施することとし、県内の約 120 校で実施します（費用は県が負担）。 

あすチャレ！スクール（パラスポーツ体験型出前授業） 

パラアスリート講師によるデモンストレーション、パラ  

スポーツ体験、講話から構成される体験型出前授業。体験だけで

は伝わらない、障害や多様性への理解、夢や勇気をもつことの大

切さなどを考える深い学びにつながるプログラム。 

あすチャレ！ジュニアアカデミー（ワークショップ型授業） 

パラアスリートを中心とした講師のレク

チャーやワークショップを通じて、チガイを

認識し、共生社会の考え方を自然に学べるプ

ログラム。 

対面授業とオンライン授業から選択可能。 

○「あすチャレ！」プログラム活用例 

お問い合わせ先  千葉県教育庁企画管理部教育政策課  電話０４３－２２３－４１７７ 

心のバリアフリー教育の推進 
＜ 今年度の取組紹介 Vol.2 ＞ 

対面授業 オンライン授業 

「パラリンピック」

「パラスポーツ」 

について学ぶ 等 

事前学習 

について考える 等 

事後学習 

道徳 
総合的な 
学習／探究 保健体育 社会 

等 



★★★千葉県講師登録について★★★ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アクセス方法】 

① 「ちば電子申請サービス」のトップページを開きます。 

https://s-kantan.jp/pref-chiba-u/offer/offerList_initDisplay.action 

② 「利用者登録」から登録を行います。（電子メールが届きます。そちらに必要事項を入力し

てください。） 

③ 「申請団体検索」→『千葉県への申請はこちら』（ページ右下の千葉県の地図）をクリックします。 

または、手続き名で、『講師登録申請』と入力し、検索ボタンをクリックします。（県立学

校を希望される方も上記のキーワードで検索できます。） 

④ 手続一覧から、希望の校種をクリックします。 

⑤ 以下のようなページが表示されたら、電子申請（画面入力）をクリックし、必要事項を入力

します。 
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 公立小・中・高・特別支援学校への講師登録申請は、「電子による申請」と「郵送による

申請」の二通りがあります。 

『ちば電子申請サービス』を利用した「電子による申請」は、PC・タブレットだけでなく、

スマートフォンからもアクセスでき大変便利です。 

★郵送による申請方法★ 

千葉県教育委員会HPの – 公立学校講師等の登

録 – 登録資格、登録方法、登録先についてのペー

ジから、『講師等登録申請書』をダウンロードしま

す。必要事項を記入し、HP に掲載されている希望

する登録先宛てに郵送してください。 

※② 

※④ 

この件についてのお問い合わせ先 
教育振興部教職員課小中学校人事室任用班 
電話 ０４３―２２３―４０４４ 

公立 

小・中学校 

県立 

高校・特支 



  ★★★県内学校ミニ・ニュース★★★  
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（柏市立手賀西小学校） 

本校は、令和３年度から柏市教育委員会よりＧＩＧＡスクールの研究指定を受け、先行的に全

校で端末の持ち帰りや各教科での積極的な活用を進めるなど、児童も教員も一人一台端末を活用

することが当たり前の環境になっています。授業だけに留まらず、校外学習や避難訓練などの学

校行事、校内研修や業務改善など、効率的・効果的だと思えば、「いつでも・だれでも・どんな

ことにも」活用の幅を広げるのが、手賀西小職員のチャレンジスピリッツです。 

GIGA スクール元年となった昨年度の取り組みを、『手賀西小 DX 実践事例集』として全１３２ 

ページの電子書籍にまとめました。本校は、学級数８（通常学級６、特別支援学級２）の小規模

校ではありますが、教頭以下、授業に携わるそれぞれの教員が、主体的に工夫を重ね、１１７の

事例を集めました。集めた事例は、手賀西小学校のホームページで公開しています。 

 
 【学習成果の共有】 

生活や図工、総合的な学習等で児童が作成したスライドを、昇降口

に設置したモニターで日常的に上映し、誰もが見られるようにしてい

ます。児童や保護者、来客が足を止めて、作品を鑑賞しています。 

  

【学校行事での活用】 

不審者対応訓練では、各教室と職員室を Google Meet で接続しました。

児童の避難の様子を職員室でモニタリングし、指導・改善に生かしていま

す。 

 

 【児童の主体的な発信】 

放送委員会の児童が、年中行事に関わる映像を自ら調べて昼の放送で上映するなど、日常生活

を豊かにするため、児童による主体的な活用が行われています。 

 

【さけたまライブ配信】 

学校で飼育しているサケの卵から稚魚までの成長を YouTube Live で 

配信。児童が学校や家庭でいつでも観察できるようにしました。放流の様子

も教頭が利根川から Live 配信をして、全校でサケとのお別れをしました。 

ダウンロードキー izumi541 

○各学年の実践 

 ・各教科，学級活動 

 ・学年行事  等 

○業務改善の実践 

 ・校内研修 

 ・校務活用  等 

 

  



小学校専科非常勤講師配置事業 図画工作授業の紹介 
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千葉県教育委員会では、令和４年度から小学校専科非常勤講師等配置事業を実施しており、図画工作

の学習では、低学年のうちから、好奇心を喚起し、学習意欲や感性を高めるため、芸術家等を専科指導員

として配置しています。大網白里市立増穂小学校では、芸術家のバルサミコヤスさんが２年生と 

「飛び出す絵本」づくりの学習を展開しました。 

この件についての 

お問い合わせ先 

教育振興部学習指導課 

電話 043-223-4059 

「小学校専科非常勤講師配置事業」とは 

 児童の学力および学習意欲等の向上を目指し、専門的な教科指導の 

充実や質の高い授業づくりを行うため、県独自に専科非常勤講師等を

小学校へ配置するものです。本年度は算数、理科、体育、図画工作に

各２０校ずつの配置を進めています。 

授業の様子 

２年生の子供たちがバルバル先生と、クレヨン

や色紙など使って、夢中になって海の世界を 

創り出しています。どんな世界ができるかな。 

バルバル先生にアドバイスをもらって、折り紙

を貼ったり、魚を描いたり。だんだん、海の世界

が広がってきました。完成が楽しみです。 

絵の具を塗った手の平で、ぺたぺた魚の  

うろこに色を付けます。鮮やかで大きな魚が、

みんなの手で生まれました。 

みんなで力を合わせて、大きな絵本の世界が 

出来上がりました！完成した作品に子供たちは目

を輝かせていました。笑顔の記念写真です。 



★★★災害発生時の心得★★★ 

 

 

 

 

 

 

 

【災害発生時には「むやみに移動を開始しない」】 

○ まずは自分の身の安全を確保し、職場や集客施設等の安全な場所にとどまりましょう。 

○ 災害用伝言サービスを活用し、家族の安否や自宅の無事を確かめましょう。 

災害用伝言サービスは、発災直後の安否確認の手段です。毎月１日や１５日などが体験日となって

いますので、あらかじめ使用方法を体験しておきましょう。 

・災害用伝言ダイヤル（１７１）  

固定電話の番号あてに音声による安否情報を録音・確認できます。１７１をダイヤルし、     

ガイダンスに従ってメッセージの登録・確認をしてください。一般電話、公衆電話、携帯電話、   

スマートフォンから利用ができます。 

・災害用伝言板 

文字情報による伝言の登録と確認ができます。各携帯会社のトップページまたは、専用アプリケ

ーションから「災害用伝言板」を選択してメッセージを登録・確認してください。インターネッ

トに接続できる携帯電話、スマートフォンから利用できます。 

○ 交通情報や被害情報などを入手しましょう。 

 

【日ごろから準備しておきたいこと】 

○ 事前に家族などと発災時の安否確認の方法や集合場所を話し合っておきましょう。 

○ 職場などに歩きやすいスニーカーや懐中電灯、手袋、飲料水、食料、マスク、除菌シート 

などを用意しておきましょう。 

○ 徒歩やバスにより帰宅経路の状況を確認しておきましょう。 

○ 携帯電話の充電器やモバイルバッテリーなどを持ち歩きましょう。 

【徒歩帰宅者支援の取り組み】 

 千葉県を含む九都県市＊では、コンビニエンスストア、ファミリー     

レストラン、ガソリンスタンド等と徒歩帰宅支援に関する協定を締結   

しています。 

 これらの店舗では、災害発生時に水道水やトイレの提供のほか、  

道路交通情報などを可能な範囲で提供していただけます。こうした店舗には、「災害時帰宅支援    

ステーションステッカー」が掲示されていますので、日頃から帰宅経路の店舗の場所を確認して 

おくと安心です。 

 

 

 

 

P８                  目次へ 

大規模な災害が発生すると、公共交通機関が運行を停止し、学校や外出先から自宅へ  

帰ることが困難になることが予想されます。 

また、災害発生時に多くの人が一斉に徒歩で帰宅を始めると、火災や沿道の建物からの

落下物などにより負傷する危険があるほか、災害時に優先されるべき救助・救急活動の妨

げとなります。 

＊ 九都県市 

千葉県、埼玉県、東京都、 

神奈川県、千葉市、さいたま市、 

横浜市、川崎市、相模原市 

この件についてのお問い合わせ先 
防災危機管理部危機管理政策課 
電話０４３－２２３－３４０４ 

コンビニエンス 

ストア等 

千葉県石油商業組合に 

加盟する県内の 

ガソリンスタンド 

 



 

体育関連施設の注目イベント情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼東総運動場 [旭市]0479-68-1061 

https://www.cue-net.or.jp/kouen/toso/ 

ヒルトレックコース利用案内 

 ヒルトレックコースは、起伏のある草原を走るヒルトレックトレーニングに由来し、約８千㎡の草地

の斜面を利用した、１周約１ｋｍの本格的なトレーニングコースです。 

 心肺機能の向上、筋力アップを目指す全てのアスリートに有効なコースです。 

◆日 時：通年利用可（ただし、大会等利用時を除きます。） 

◆料 金：無料 

◆申 込：利用する場合は、事前に予約をして下さい。 

受付期間は、利用日の２ヶ月前の１日から、利用日までで、先着順に申し込めます。 

例 １０月１０日に使いたい場合 ⇒ ８月１日～当日まで受付可 

※利用日の２ヶ月前の１日が休場日の場合は翌日が受付開始日となります｡ 

◆利用内容等について  

・スパイクの利用は禁止です。ジョギングシューズ等で利用してください。                                   

・順路に沿って走ること（時計と逆周り）。逆走は禁止です。                                         

・運動場施設の利用は、トイレ以外使用できません（更衣室等は使えません）。                                  

・陸上用具の貸し出しはできません。                             

▼東総運動場 [旭市]0479-68-1061 

https://www.cue-net.or.jp/kouen/toso/ 

多目的広場・広場等利用案内 

 多目的広場は、高麗芝：約２千㎡。広場は、高麗芝：約８千㎡でグラウンド・ゴルフ、陸上大会時の

アップ場として利用できます。 

◆日  時：通年利用可       

◆料  金：無   料 

◆申  込：占用して利用する場合は、事前に予約をしてください。 

受付期間は、利用日の２ヶ月前の１日から、利用日の３日前まで、先着順に申し込めます。 

例 １０月１０日に使いたい場合 ⇒ ８月１日～１０月７日まで受付可 

※利用日の２ヶ月前の１日が休場日の場合は翌日が受付開始日となります。 

◆注意事項：球技は禁止です。ボールが広場の外へ出る可能性のある競技（グラウンド・ゴルフ、ゲー

トボール等は除く）には利用できません。 

※サッカー大会時のアップ場としての利用の場合に限りサッカー利用は可能です。 

ただし、ボールが外へ出る可能性のある練習はできません。 

スパイクでの利用は芝生保護のため禁止です。アップシューズ等で利用してください。 

運動場施設の利用は、トイレ以外使用できません。（更衣室等は使えません。）  

陸上用具の貸出しはできません。 

天候、芝生の状況により利用を制限する場合が有ります。 

NO.６ 



県教委ニュ-ス VOL.２９０（８月－１号） イベント情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼さわやかちば県民プラザ  

［〒277-0882 柏市柏の葉 4-3-1］ 電話 04-7140-8600  

https://www.skplaza.pref.chiba.lg.jp/ 

◆ちば子ども大学 

「ホンモノから学ぶ、ホンモノ体験」を基本方針としたちば子ども大学。小学校４年生から

中学校３年生までを対象に、自分がやってみたい、学んでみたい講座を選択し、その道のプロ

フェッショナルから「体験をとおした新たな価値観」「世の中のふしぎ」そして「ふるさと千葉

県」を学びます。講座の中には協力機関を会場として行うものもあり、より現場の空気感を味

わいながら学習できる機会を提供します。 

 

【さわやかちば県民プラザ主催講座（講座名）】９月・１０月の講座になります。 

・９／１１（日）「上手に使おう自分の体」 

・９／２３（金・祝）「びっくり！おどろきの錯視アートを学ぼう」 

・１０／１０（月・祝）「キッズマネースクール～日本の社会保障について学んで考えよう！」 

・１０／３０（日）「学校では教えてくれない徳川家のこと」 

 

※その他、協力機関講座や連携講座等、たくさんの講座があります。詳しくはホームページをご

覧ください。 

 

 

さわやかちば県民プラザ 

県立図書館 

青少年自然の家 

NO.1 

さわやかちば県民プラザ・県立図書館・県立青少年施設では、新型コロナウイルス

感染拡大の状況により、急きょ利用時間、イベント内容などの変更をすることがあり

ます。お出掛けの際は、各施設のホームページなどでご確認ください。  

 

「ちばりすネット」で、みんなの学びを応援します！ 

さわやかちば県民プラザでは、県内の講座イベント情報などの生涯学習に関する情報を 

インターネットを通じて提供する「ちばりすネット」を運用しています。 

 以下の講座やイベント以外にも、たくさんの情報が詰まっています。 

地域や日時、内容などで絞り込んで検索することもできますので、 

ぜひご活用ください。右記ＱＲコードからアクセスできます。 



 

 

申 込：さわやかちば県民プラザホームページからＷｅｂ申込フォームにて必要事項を入力 

締 切：各講座開催の１か月前から１週間が申込期間。定員を超えた場合は抽選。 

申込期間終了後、定員に満たない場合は４日後の正午より残数を先着順。 

申し込み・問い合わせ先：さわやかちば県民プラザ 事業振興課 

        電話：０４－７１４０－８６１５ 

ホームページのＵＲＬ https://www.skplaza.pref.chiba.lg.jp/kodomodaigaku/ 

 

▼県立中央図書館  

［〒260-8660 千葉市中央区市場町 11-1］ 電話 043-222-0116  

https://www.library.pref.chiba.lg.jp/ 

 

○定期開催するもの（参加費：無料） 

 

◆おはなし会 

絵本を読んだり、おはなし（ストーリーテリング）をしたりします。 

保護者の方から離れて、一人でおはなしがきける 5 歳から小学生のお子さんが参加できます。 

 

日 時：毎週土曜日 午後２時から午後２時３０分まで 

定 員：3 人程度（人数を超えた場合は時間をずらして実施します） 

ホームページのＵＲＬ： 

http://www.library.pref.chiba.lg.jp/information/central/_2.html 

 

◆親子で楽しむえほんの会 

3、4 歳のお子さんと保護者の方が参加できる会です。 

親子で絵本や言葉に親しんでみませんか。 

 

日 時：毎月第 2・４土曜日 午前１０時３０分から午前１１時まで 

※この時間帯以外でも、当日の児童資料室開室時間中に親子の方から希望があれば、可能な限

り「いつでも」えほんの会を行います。どうぞお気軽にご来館ください。 

定 員：親子 3 組（人数を超えた場合は時間をずらして実施します） 

ホームページのＵＲＬ： 

http://www.library.pref.chiba.lg.jp/information/central/_2.html 

 

 

 

 

NO.２ 



 

▼県立水郷小見川青少年自然の家  

［〒289－0313 香取市小見川 5249‐1］ 電話 0478-82-1343  http://suigou-omigawa.com/  

 

◆わくわくカヌーミニツーリング② 

 季節ごとに変わる自然を感じながら黒部川でカヌーを楽しんでみませんか？ 

 

日 時：９月１８日（日） 午後１時から午後４時まで （受付：午後０時 45 分から） 

場 所：県立水郷小見川青少年自然の家、黒部川 

参加費：１,０００円  

対 象：小学生以上の親子 

定 員：３０人（申込先着順） 

申 込：８月１８日（木） 午前９時から電話により申し込み受付 

締 切：９月１０日（土） ※定員になり次第締切 

申し込み・問い合わせ先：県立水郷小見川青少年自然の家  

電 話：０４７８－８２－１３４３ 

ホームページのＵＲＬ： http://suigou-omigawa.com/  

 

◆プラネタリウムコンサート 

星空と素敵な演奏の共演。星と音楽に酔いしれてみませんか。 

 

日 時：９月１９日（月・祝） 午後１時から午後３時まで 

場 所：県立水郷小見川青少年自然の家 

参加費：無料 

対 象：どなたでも 

定 員：６０人（申込先着順） 

申 込：８月１９日（金） 午前９時から電話により申し込み受付 

締 切：９月１１日（日） ※定員になり次第締切 

申し込み・問い合わせ先：県立水郷小見川青少年自然の家  

電 話：０４７８－８２－１３４３ 

ホームページのＵＲＬ： http://suigou-omigawa.com/  

  

◆ファミリーデイキャンプ 

はじめての方でも安心なアウトドアクッキング入門。 

使ったことがない道具もあるかな？みんなでレッツクッキング！ 

 

日 時：１０月２日（日） 午前９時４５分から午後４時まで（受付：午前９時３０から） 

場 所：県立水郷小見川青少年自然の家 

NO.３ 



参加費：中学生以上１,２００円 小学生８００円 未就学児４００円 2 歳以下無料 

対 象：親子 

定 員：５組（申込先着順） 

申 込：９月２日（金） 午前９時から電話により申し込み受付 

締 切：９月２４日（土） ※定員になり次第締切 

申し込み・問い合わせ先：県立水郷小見川青少年自然の家  

電 話：０４７８－８２－１３４３ 

ホームページのＵＲＬ： http://suigou-omigawa.com/  

 

 

▼県立東金青少年自然の家  

［〒283－0805 東金市松之郷 270］ 電話 0475-54-1301 https://www.tougane-youth.jp 

 

◆はやぶさ２小惑星リュウグウサンプルレプリカ公開 

JAXA から提供された、はやぶさ２が小惑星リュウグウスから持ち帰った貴重な砂（石）の 

レプリカを公開中です。 

 

日 時：１０月８日（土） 午前９時から午後４時３０分まで 

場 所：県立東金青少年自然の家 

参加費：無料 

申し込み先・問い合わせ先：県立東金青少年自然の家  

電 話：０４７５－５４－１３０１ 

ホームページのＵＲＬ： https://www.tougane-youth.jp 

 

◆防災にも役立つおや子キャンプ 

おや子で防災にも使える知識・技術を学べる楽しいキャンプです。 

 

日 時：９月３日（土）午後１時から９月４日（日）午後３時まで 

場 所：県立東金青少年自然の家 

参加費：２，５００円（１組） 

対 象：小学４年生から６年生とその保護者 

定 員：６組（１２人） 

申 込：８月８日（月） 午前９時から電話により申し込み受付中 

締 切：８月２４日（水） 午後５時まで ※定員になり次第締切 

申し込み先・問い合わせ先：県立東金青少年自然の家  

電 話：０４７５－５４－１３０１ 

※申し込み方法については、お問い合わせください。 

ホームページのＵＲＬ： https://www.tougane-youth.jp 

NO.４ 



 

 

◆ラート体験教室 

鉄の環（ラート）を利用して回転運動を体験します。平衡感覚や全身のバランスを高めるのに

最高です。日本ラート協会の指導員が指導します。県立手賀の丘青少年自然の家の協力を得て

行います。 

 

日 時：１０月１５日（土）午前９時から１０月１６日（日）午後３時３０分まで 

場 所：県立手賀の丘青少年自然の家 ※集合解散は県立東金青少年自然の家 

参加費：２，７００円（１人） 

対 象：小学５年生、６年生 

定 員：１５人 

締 切：９月２３日（金） 午後５時まで ※定員になり次第締切 

申し込み先・問い合わせ先：県立東金青少年自然の家  

電 話：０４７５－５４－１３０１ 

※申し込み方法については、お問い合わせください。 

ホームページのＵＲＬ： https://www.tougane-youth.jp 

 

 

▼県立鴨川青少年自然の家  

［〒299－2862 鴨川市太海 122‐1］ 電話 04-7093-1666 

                   http://www.echiba-sports.org/kamo/wp/ 

 

◆鴨青地引き網体験 

伝統漁法の地引き網を、総勢 70 人を超える大人数で引き、獲れた魚を持ち帰ります。 

 

日 時：令和４年１０月８日（土） 午前１０時から午後１時まで 

場 所：天津二タ間海岸（現地集合・現地解散予定） 

参加費：６００円（地引き網体験料、保険代） 

対 象：どなたでも 

定 員：７０人（申込先着順） 

申 込：８月８日（月） 午前９時から電話により申し込み受付中 

締 切：９月２９日（木） ※定員になり次第締切 

申し込み先・問い合わせ先：県立鴨川青少年自然の家  

電 話：０４－７０９３－１６６６ 

ホームページのＵＲＬ： http://www.echiba-sports.org/kamo/wp/ 
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